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　５月24日、安齋
彰さんが、法務省
大会議室において
法務大臣から瑞宝
双光章を受章され、
皇居にて拝謁され
ました。
　安齋さんは、平
成７年に保護司の
委嘱を受け、平成
21年から現在に至り、児玉地区保護司会会長を歴
任され、平成21年から５年間、埼玉県保護司会連
合会理事、平成25年から２年間、埼玉県保護司会
連合会常務理事、平成27年から現在まで埼玉県保
護司会連合会副会長を務められるなど、永年にわた
り更生保護の推進及び活動にご尽力されました。
　この度、これまでの多大な功績が認められ、叙勲
の栄誉となりました。

永年にわたる更生保護への功績
安齋　彰さん　瑞宝双光章を受章

　５月17日に彩の国くまがやドーム体育館で、第
39回西北支部民踊大会が開催され、美里町民踊
連盟が参加しました。
　西北地域の各市町から参加した17団体が本庄音
頭や全国各地の民踊をにぎやかに披露しました。
　美里民踊連盟は、全員参加の８曲のほか、新潟
県の赤倉音頭と埼玉県の吉田よいとこ音頭の２曲
を披露し、日頃の練習の成果を十分に発揮して、
楽しく踊りました。

美里民踊連盟が参加
第39回西北支部民踊大会

　

５
月
19
日
、
第
８
回
美
里
町
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
が
大
沢

小
学
校
を
出
発
点
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
50
チ
ー
ム

196
人
が
参
加
し
、
コ
マ
図
を
頼
り
に
歩
き
、

チ
ー
ム
で
協
力
し
て
問
題
を
解
き
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

途
中
、
白
石
地
区
の
西
大
沢
神
社
で
は
、
か
き
氷
が
振
る
舞

わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
戦
で
は
「
下
児
玉
②
」
が
優
勝
し
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
招
待
券
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

団
体
戦
で
は
、「
北
十
条
」
が
優
勝
し
、
み
さ
と
元
気
チ
ケ
ッ

ト
を
手
に
し
ま
し
た
。

団体戦　【優　勝】　北十条
　　　　【準優勝】　下児玉
　　　　【３　位】　湯　栃

チーム戦　【優　勝】　下児玉②（下児玉）
　　　　　【準優勝】　小茂田ーら（小茂田）
　　　　　【３　位】　北十条４（北十条）

第８回
美里町ウォークラリー大会

　

５
月
26
日
、
大
沢
小
学
校
校
庭

で
美
里
町
消
防
団
の
全
体
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
消
防
団
員
と
し
て

の
基
礎
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年

も
基
本
動
作
を
身
に
つ
け
る
訓
練

（
各
個
訓
練
）
を
美
里
分
署
の
指

導
の
も
と
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

摩
訶
池
（
広
木
）
に
移
動
し
、
放

水
訓
練
、
中
継
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

暑
い
中
で
の
訓
練
と
な
り
ま
し

た
が
、
各
団
員
と
も
真
剣
に
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

美
里
町
消
防
団
全
体
訓
練

第69回　埼玉県美術展覧会
入賞・入選者の紹介

部門 作品の題名 作者名

洋画 生 き る 丸山　万喜

洋画 私 の 部 屋 田畑明日香

洋画 ミニモアのランデイング 大木　英穂

工芸 翔 田島　榮悦

写真 秋 麗 ら 小林　延孝

（敬称略）

日時＝７月20日㈯
　　　午後２時　上映
場所＝遺跡の森館ホール
料金＝無料
定員＝556名
問合せ＝教育委員会事務局
　  生涯学習係　☎76-3431

第１回　遺跡の森映画劇場

「じんじん」上映

あらすじ
　立石銀三郎は、伝統芸能を伝える大道芸人。よくなついた一人
娘は、銀三郎が毎晩のように語り聞かせるお話が大好きだった。し
かし娘が６歳の時に妻と別れて以来、会うことを許されずにいた。
　ある日、幼なじみが経営する農場を訪れた銀三郎は、農業研修
にやって来た４人の女子高生と出会う。広大な自然や町の人々との
交流の中で打ち解けていく銀三郎と少女たちだったが、ただひとり、
彩香だけは心を開かずにいた。

１等５億円×20本
前後賞各１億円×40本（20ユニットの場合）

７月２日（火）～８月２日（金）

８月14日（水）抽せん日

発売期間

この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。
１等3,000万円×40本　　前後賞各1,000万円×80本（8ユニットの場合）


